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1. はじめに 
 近年，道路橋床版の劣化が進行しており，劣化した床版をプレキャスト

PC 床版へ取替える工事が多数行われている．プレキャスト PC 床版同士の

継手として標準的に用いられているループ継手の場合，鉄筋の曲げ内半径

の規定から床版厚の制限を受ける場合がある．また，鉄筋の曲げ内半径に

より床版厚の制限を受けないよう機械式定着による継手工法 1)が用いられ

る場合もあるが，機械式定着の定着具位置でのかぶりに留意が必要である

（図 1）．一般的に既設構造物を対象とする床版取替工事では，橋梁の死荷

重が増加すると主桁補強量も増加するため，床版厚を薄く設定するのが望

ましい．例えば，ループ継手や機械式定着を用いない直鉄筋の重ね継手で

あれば，継手構造による床版厚の制限を受けず，プレキャスト PC床版の床版厚を薄くすることが可能となる．

ただし，直鉄筋の重ね継手を用いると，継手長を 25d（d：鉄筋径）とする必要があり，間詰め部の増大によ

り現場における生産性の低下が懸念される．そこで，竹山ら 2)は，継手部分のコンクリートに超高強度かつ超

低収縮の短繊維補強コンクリート（以下，FRCC）を用いることで，直鉄筋の重ね継手長を 7.5d とすることが

できるとしている． 

 本検討ではプレキャスト PC 床版継手部のコンクリートに FRCC を用い，床版厚を床版取替工事で規定され

るプレキャスト PC 床版の最小版厚 220mm よりも薄くし，名神高速道路の既設床版 3)と同じ床版厚の 190mm

とした場合の影響を検討した． 

2. 実験概要 
 本検討では，図 2 に示すような幅 825mm，長さ

3530mm，厚さ 190mm のプレキャスト PC 床版継

手部を模擬した試験体を用い，床版の曲げ試験に

より曲げ性能を確認した．実験パラメータは継手

長とし，継手長を 7.5d（140mm），5.0d（95mm），

継手無（継手のない一様な梁）の 3 体について検

討した．軸方向の鉄筋には SD345，D19 のエポキ

シ樹脂塗装鉄筋を用いた．エポキシ樹脂塗装鉄筋

は異形鉄筋よりも付着性能が低下するとされてお

り，継手の安全性を検討するため，エポキシ樹脂

塗装鉄筋を用いた． 

 試験体の PCa 部分には，配合強度 58N/mm2 のレ

ディーミクストコンクリートを用い，打設翌日に打継目処理を行なった後に，養生を行なった．養生後，PCa

部分を所定間隔に組み立てた後，継手部分に超高強度かつ超低収縮の FRCC2)を打設し，実験室に静置した． 

3. 実験結果 
本検討では，図 2 に示すような等曲げスパン 700mm，支点間距離 3100mm の 4 点曲げ試験を行なった．強 
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図 1 継手工法による床版厚 
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図 2 試験体 
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度試験結果を表 1 に示す．ひび割れ発生強度は UFC

指針に基づいて算出した． 
 荷重－変位関係を図 3，試験終了後の 7.5d と 5.0d

の試験体下面のひび割れ状況を写真 1 に示す．継手

無は曲げひび割れが発生した後，鉄筋が降伏し，コ

ンクリートが圧壊して荷重が低下した．5.0d は鉄筋

が降伏するまでは継手無と同様の結果であったが，

鉄筋降伏後に継手部分のコンクリートにひび割れが

発生し，継手破壊に至り荷重が低下した．一方で，

7.5d は鉄筋降伏後，荷重が低下することなく，PCa

部分のコンクリートが圧壊して荷重が低下し，最大

荷重は継手無よりも 1 割程度高くなった．なお，7.5d

は試験終了後，試験体の表面を目視観察したが，継

手部分のコンクリートにひび割れは確認されなかっ

た． 

 図 4 に荷重－鉄筋ひずみ関係を示す．測定してい

た鉄筋ひずみは図 2 に示した位置の鉄筋ひずみであ

る．7.5d は荷重が 120kN 程度で鉄筋ひずみが降伏ひ

ずみに達した後，鉄筋ひずみが増加していることが

分かる．5.0d は荷重が 120kN 程度で鉄筋ひずみが降

伏ひずみに達した後，鉄筋ひずみが増加しなくなっ

ていることが分かる．これより，床版厚を薄くし，

エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いても，本検討で使用し

た継手部分のコンクリートを用い，継手長を 5.0d 以

上確保することで，鉄筋を降伏させることが可能と

なる．つまり，D19，SD345 の鉄筋の規格降伏点以

上の継手強度が確保されていると考えられる． 

4. まとめ 
 本検討では，床版厚を薄くした場合のプレキャス

ト PC 床版継手部を対象として，継手部分のコンク

リートに超高強度かつ超低収縮の FRCC を用いた場合の曲げ性能を検討した．結論を以下に示す． 

1. 継手長を 7.5d とすることで，曲げ耐力は継手無よりも高くなり，床版構造として十分な継手の耐力を保

有する． 

2. エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いても，本継手構造における継手強度は鉄筋の規格降伏点以上を保有する． 

 上記の結果より，実構造物 3)への適用に向けて，輪荷重走行試験を実施した．その結果は別途報告する． 
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表 1 強度試験結果 

種類 
圧縮強度試験結果 割裂強度試験結果 

備考 
圧縮強度 
(N/mm2) 

ヤング係数 
(kN/mm2) 

ひび割れ発生強度 
(N/mm2) 

PCa 部， 

継手無 
65.1 40.0 3.20  

継手部 
(7.5,5.0d)  

202.1 57.3 9.27 継手 
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図 3 荷重－変位関係 

   
a) 7.5d   b) 5.0d 

写真 1 試験体下面（ひび割れ状況） 
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図 4 鉄筋ひずみ（7.5d，5.0d） 
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